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で
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点
権
の
発
生
川
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い
て
、
完
賢
の
前
三
一

ま
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品
川
）

の
規
定
州
工
法
弔
え
バ
れ
る
の
は
自
明
で
あ
る

例
え
ば
、
防
J
A同
時
効
刻
問
は
、
各
別
に
お
け
る
と
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E
Vっ
粘
別
的
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ん
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は
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る
か
ど
う
刀
は
ム
日
明
で
は
な
い
c

そ
れ
？
刈
弘
前
↑
1
4
と
な
、
J

て
い
る
の
で
あ
る
り

、
、
、

こ
こ
て
、
迫
主
清
求
権
が
第
一
次
の
同
月
下
半
の
梓
れ
だ
と
い
行
二
じ
葉
遣
い
の
草
昧
吉
元
明
し
て
お
き
た
い
d

そ
れ
は
、
当
事
者
の
意
岡
山
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円
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中
有
権
利
↑
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仁
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ま
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史
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円
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刊
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め
る
格
和
力
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解
除
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設
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保
有
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い
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の
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の
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だ
け
で
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山
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に
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除
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代
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減
傾
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第
一
次
の
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権
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や
つ
に
山
古
J
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で
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す
す
べ
て
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川
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士
に
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へ
契
約
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お
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の
給
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の
夫
現
J
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め
る
権
利
万
け
が
お
J

え
ら
れ
る

4
一：】
h

た

具
体
的
に
は
、

の
な
い
代
初
給
引
い
を
吊

「山川、むは、

忠
一
ん
と
J

て、

；〉
M
l

一J
J
～，
L

、

一4
U
L
1
）ド品川一？／
ιド
vv

現
状
の
け
持
前
又
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わ
る
の
で
あ
る
口

賞
、
土
の
第
次
の
権
利
と
し
て
の
解
除
・
代
金
減
祉
事
担
存
賠
償

こ
れ
に
対
し
て
、
第
二
次
の
詩
作
利
は
、
ど
の
よ
つ
に
す
れ
は
得
ら
れ
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っ
か
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催
告
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渇
か
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っ
て
い
る

、、
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の
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す
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事
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計
り
の
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木
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給
付
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し
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h
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の
ん
ホ
地
v
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え
お
り
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作
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戸
、
買
主
は
先
ず
必
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氾
ん
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司
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な
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仏
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↓
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え
る
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と
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ロ
ド
の
式
訪
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是
認
命
与
の
と
だ
、
と

b
去
現
で
き
る
の
で
あ

そ
う
す
る
と
、
根
抗
あ
る
物
↑
γ
一
引
当
役
さ
れ
た
目
、
ァ
f

の
第
一
次
の
作
利
レ

L
c
m近
完
諸
ぷ
権
は
常
い
認
め
h
p
れ
る
c

そ
れ
に
対
し

亡
、
第
一
次
の
議
梓
杭
と
L
て
の
解
除
、
代
市
γ
減
設
及
び
日
組
合
法
俗
は
、
完
ム
下
に
迫
d

一元の出叫ん
H
J
r

与
え
て
初
め
て
認
め
ら
れ
る
こ
と
い

かけゆ沼

四
川
抗
上
川
？
ゐ
ド
的
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滅
失

で
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、
次
の
と
う
な
場
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は
ど
う
な
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の
ど
ろ
よ
J
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日
土
が
引
渡
し
を
交
け
た
じ
的
物
｛
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荷
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に
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ブ
レ
v

干
の
ん
旦
（
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口
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認
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が
あ
っ
え

そ
の
時
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第
一
た
の
権
利
と
し
て
の
追
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出
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け

し
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が
コ
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下
は

斗
や
し
て
、
催
井
鳩
山
川
が
従
叫
泊
す
れ
ば
、
第
次
の
諸
金
利
も
ぬ
ら
札
る
は
ず
で
あ
っ
た
ー
し
か
し
、
目
、
一
が
佐
古
を
し
企
い
で
い
る

、

、

、

、

つ
も
に
、
豆
、
ト
の
小
、
け
意
＆
く
し
て
、
州
問
扶

L
よ
っ
て
自
治
京
が
滅
失
し
、
円
＼
～
が
不
能
戸
Hwvpt
均
十
月
目
と
と
在
っ
た
と
し
よ
う
五
定

物
債
務
に
行
け
る
ド
い
的
拘
の
減
た
は
不
能
内
典
刑
で
お
る
つ

こ
の
レ
一
一
さ
は
、
百
戸
、
ー
に
血
住
止
門
前
叫
が
ん
梓
が
認
め
ら
れ
る
、
よ
問
解
知
、
に
よ
っ
て
M

帽
子
力
れ
る
｛
川
今
一
七
’
長
二
吉
、
一
一

。［
H

は
、
代
金
銭
務
を
免
れ
ら
れ
る
の
一
L
あ
る
f

代
令
債
務
を
阪
履
／
仁
の
き
は
疋
ー
土
に
代
主
返
還
会
主
牛
じ
ゐ
へ
何
よ
か
r

、、

そ
れ
で
は
、
”
竺
T
h子
供

E
を

な

γ

で
い
る
う
ら
仁
、

m
R
王
的
不
、
け
意
に
よ
っ
て
白
川
山
市
が
滅
失
J

、
氾
冗
が
不
能
と
と
っ
た
と
し

j

－一

ト
＆
ニ

こ
む
に
ぷ
円
に
は
、
と
の
に
う
に
ッ
芳
仁
る
べ
き
だ
ろ
う
か
己

｛産
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五

解
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介
石
説

あ
る
A
一
山
ぃ
肯
は
か
引
の
よ
う
に
半
考
え
る
じ

c、

斗＂＇

追
完
が
偶
然
に
不
能
と
な
れ
ば
認
め
ら
れ
が
で
あ
？
っ
貿
王
の
い
川
怪
目
前
除
住
「
凶
二
七
条
芳
、
二
六
条

μ
項
）
は
、
一
認
め
い
り
れ

な
い
な
ぜ
な
ら
は
、

”H
、
ド
ぃ
ド
は

判
例
的
に
同
町
絵
権
は
九
ん
牛
1

〆
な
い
か
ら
ご
あ
る

ィ、
能

・t: c、
ノ、プP

呪よ
／日L

芳E府
1侵入ー て

＂~＂叫

一
三
一
人
条
主
羽
カ
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附
す
る

第
二
一
一
一
一
条
議
六
項

、

、

、

、

解
除
仏
砕
か
引
先
止
す
ゐ
事
由
に
つ
い
一
一
、
片
岡
紘
苫
の
み
又
は
け
山
ど
己
一
市
格
者
の
f
R
伴
一
、
あ
る
一
色
2
二
三
1
J
t
；
一
王

主
主
3
〈

tnzdn
（
）
均
一
（
↓
」
と
ふ
、

d
へ
は
債
権
者

hγ
一
人
沼
辺
諸
中
に
仇
悲
w臼
m
w
H
め
に
同
～
す
る
」
と
が
士
え
な
い
事

H
が
つ
じ
る
と
ミ
川
品
、

川
人
約
の
M
防
除
を
す
ぞ
一
〉
が
f

L
ぎ
な
V

結
い
同
、

m
司
王
は
、
退
完
を
求
め
る
予
と
も
勺
き
な
い

二
一
二

i
主
一
？
と
）
。
ま
た
、
解
除
し
て
代

ι

5お
を
免
れ
る
こ
と
も
で
き
ず
、

代
金
を
t
p人
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

て
は
、
買
主
の
そ
の
」
つ
在
不
利
祈
は
f
一
の
よ
、
つ
に
し
て
正
当
化
さ
れ
ょ
う
か
ー

そ
れ
は
、
催
告
を

L
な
か
っ
た
と
い
う
事
実
ど
け

亡
は
訟
作
拘
い
正
当
牝
で
き
な
い
で
品
ろ
っ
c
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〉E
l
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追
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可
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催
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か
っ
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充
、
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氾
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不
龍
L
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な
っ
た

十元
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元
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伐
p

ょ
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札
九
二
こ
し
一
が
買
、
の
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H
M
づ
る
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と
が
で
ミ
る

店
机
あ
）
品
物
の
げ
叶
ハ
波
川
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の
買
、
半
的
行
r
A
h
u
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」
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、
ー
の
追
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会
を
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、
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と
さ
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ま
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g
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と
を
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を

止
山
コ
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づ
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で
あ
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他
方
で

元
一
は
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一
心
ゃ
れ
ん
れ
た
て
と
に
ぶ
っ
て
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の
追
五
の
た
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一
込
山
〕
た
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っ
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免
れ
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九
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一
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査
ル
ピ
坦
J
一1
い
る

同一

今
一
一
／
条
－
反
絞
段
、
〈
誌
か
に
、
売
買
の
節
い

し
ん
が
J

て
そ
の
河
ぃ
訴
を
買
で
に
叫
加
速
し
な
く
て
は
な
ら
な
い

列
挙
さ
れ
一
に
い
る
民
、
「
の
権
利
の
巾
に
は
、
七
の
利
益
償
還
清
ぶ
権
ば
存
在
し
な
い
〈
む
し
ろ
、

利
川
償
還
請
求
権
の
発
行
は
、

に
I

忙
置

γツ心

六
条
二
y
以
後
段
を
根
犯
ー
と

L
て

い

る

し
ι？
し
一
、
そ
れ
は
、
対
抗
エ
リ
仏
力
十
行
J

に
し
な
い
、
と
い
う
だ
け
で
あ
る
｝
特
別

f
r
d
L
J

一
ν

、品、弓山
h

（片人一
J

、i
f

にマ品、

l
Jん
す

々

／

f

L
－1
k

f

J

U

V

一

t

般
よ
い
治
、
刷
用
さ
れ
）
ぬ

～
カ
っ
て
、
長
則
の
一
一
一
一
六
条

柄
引
後
段
が
適
用
v
A

れ
て

賀
茂
話
h
k絡
が
九
九
件
ー
す
る
、
と
い
う
八
一
世
山
で
あ
る
J

ームー
ノ＼

解
除
口
一
に
説

一
三
広
告
責
主

ドfノゐニ憤ffijJ；、ごおけ匂目元討求世主ニ＇fl+."'j,;!i) 

仙
の
人
副
首
は
こ
れ
を
次
の
ょ
っ
に
批
判
す

そ
の
組
zUは
、
円
引
に
立
法
蓄
な
也
、
円
引
に
f
人
坪
解
釈
で
あ
る
c

第
の
い
法
者
意
思
に
つ
い
て
、
債
務
法
札
代
化
法
の
政
初
日

Y友
球
力
ぎ
に
は
、
一
今
一
二
一
条
六
攻
を
踊
用
す
る
こ
こ
に
ふ
る
真
正
の

解
除
椛
ヴ
定
か
γ
一
一
也
的
に
ボ
峻
す
る
記
述
は
存
記
し
な
い
口
ぞ
れ
の
み
な
ら
ず
、
解
除
准
の
告
｛
疋
を
次
の
よ

7
に
町
一
↓
は
し
て
い
る
の
で

あ
る
。
す
企
わ
ら
、
ー
ー
ー

リ

h
府
」
註
寺
本
L
b
j
C
M
、
返
川
思
す
べ
九
一
物
号
所
川
魚
住
占
刀
投

Hr＼
恥
ム
入
七
百
た
と
さ
一
戸
、
也
、
制
町
佐
川
M
K
U

原
田
づ
と
し
ご
残
る
し
こ
れ
結
論
は

支
持
判
れ
る
ミ
ろ
と
あ
る
つ
故
意
に
よ
ゐ
滅
失
が
併
本
の
伝
虫
長
一
一
ず
よ
り
ん
K
l
h
L
C
7
と
す
れ
ば
、
日
行
法
℃
も
そ
、
？
で
あ
る
が
、
悼
み
町
持
ハ
バ

は
損
害
防
倍
義
説
を
む
い
ノ
つ
、
山
人
朱
に
北
川
つ
ノ
京
状

4
仮
請
わ
水
惟
を
引
っ
の
一
一
あ
る

2

い
で
な
か
ム
、
相
品
川
左
半
円
で
あ
れ
ば
、
判
明

除
杯
告
の
請
ぶ
に
日
川
二
九
六
位
刊
の
笹
凶
川
勾
札
ム
早
川
て
刈
抗
で
き
AUU

で
あ
ろ
、
つ
l

て
の
事
f
以
が
川
町
円
除
の
喜
一
白
い
I
拭
不
の
戸
U

か

%一

T

川県
K
か
は
、
法
山
ょ
の
効
恥
に
は
長
開
封
外
に
み
る
「
い
す
れ
l

J

ろ
肝
詰
7
d

誌
の
る
引
が
中
J

以
て
よ
～
？
と
」

「
坊
の
取
抗
え
は
権
利
の
取
呪
ふ
る
恥
凶
山
車
が
臣
、
、
L
m
u

淫
松
中
に
交
沼
市
苧
此
じ
八
政
す
る
な
ら
ば

J
h上
手、一五
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；井ι

つ
ま
り
、
心
い
見
た

仮
目
的何
物白り
の物
対iの
／人減

が央
官？？が
；令解
0) ；；主

台、 0)
』五：
表 J
ノF 表
σ） ;J、
t占、、の
ご的、
cち亡
れあ
ぱオL
、l工

L ~ー乙ノj
u、で

1.・;J 

I 1＼午

i1、、前：
it、の
_le＇効

解
除
ヴ
｛
モ
4
1
L
に
訓
7
v
L
1
ま
っ
と

胃
日
は

う
れ
ず
こ
司
、
主
立
公
々
を
氾
れ
な

ρ
乃
ニ
サ
し
と

1

7
）

l
i〈
i
j
J
：
！
；
J
t
i
〈；
j

c、
斗II}

果
と
し
て
代
品
川
仏
間
務
を
免
れ
、
位
打
で
金
銭
に
よ
る
何
梨
賠
償
を
し
な
く
て
は
令
ら
な
い

の
差
異
が
サ
じ
る
と
い
う
指
抗
で
あ
る
J

山
六
条

頃一川一立一

ιz

解
除

ρ
1
2出

yk
浬
断
釈

お
こ
の
丈
抱
一
解
釈
い
つ
い
て
、
一
一
一
一
条
ハ
羽
の
え
二
円
か
ら
寸
る
と
、

1

倍
桟
平
日
の
み
又
は
ほ
と
ん
と
債
権
者
の
責
任
で
あ
る
苧

川
が
な
い

r

二
条
ハ
墳
は
迎
い
同
で
き
な
い
の
九
ー
か
ら
、
そ
れ
は
こ
の
事
例
1

い
は
辿
用
さ
れ
得
な
い
、

す
な
わ
ち
、
二
戸
の
事
例
む
の
翼
主
の
解
除
権
発
ヨ
事
訓
は
、
常
に
一
つ
の
泣
素
の
総
内
合
わ
せ
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
必
阪
民
あ
る

、、

ヨ
的
物
の
川
川
波

L
と
、
ん
勾
引
投
絞
め
世
む
の
不
詑
で
あ
る
ロ
必
暇
枕
あ
る
オ
的
物
を
引
さ
一
役

L
え
の
は
土
川
、
一
で
あ
る
、
し
た
が
》
亡
、

、

、

、

、

い
ノ
ら
m
U引
渡
後
の
ー
一
口
門
店
の
不
能
に
J

一
い
て
川
H
、
一
に
責
任
が
あ
る
と

L
て
も
、
必
山
市
川
叫
あ
る
円
前
物
内
引
浪
し
に
つ
い
て
貫
主
の
支
引

、

、

、

、

、

、

は
全
く
な
い
の

C
あ
心
か
ら
、
解
除
権
発
半
が
一
債
r古
市
ザ
刊
の
み
又
は
ほ
と
ん
ど
債
権
V
刊
の
立
打
て
あ
る
一
と
い
う
こ
と
は
起
こ
り
、
ズ
な

戸
一
批
判
す
る
（

い
と
い
つ
の
で

I¥ 

耳
b
u

、j！とb
x
パょう一

η
人
ム
刊

h
iフ
l
E
J
ι
6
1
Jコヨ
l

点

、

！

）

ま
寸
／
一
戸
グ

責
任
あ
る

二
E
M
M
E
t
－ζ
E
R
J
F
）
」
ー
と
い
う
又
口
約
解
釈
に
つ
い
て
、
民
潟
支
れ
る
v

つ
ま
り
、
確
か
に

U
、
土
♂
解
除

十を

v

い
う
一
つ
の
徒
主
一
小
川
紙
品
九
円
わ
せ
で
あ

サ〕か

υ

、

一
ω叩
い
一
抗
あ
る
い
的
功
の
引
波
？
1

－
出
引
渡
後
合
氾
（
一
t
の
J

小九位、

め
一
〆
の
波
長
の

ν
「
れ
に
〉

μ
ど
も
賞
、
ニ
に
責
任

F
Jめ
ゐ
必
更
は
な
い
、

f
J

ま
り
、
（
い
｝
及
び
的
）
の
一
月
方
｛
ケ

と
一
一
つ
の
で
ん
あ
づ
。
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亡
一
良
吋
あ
る
一

ご
と
は
必
要
と
さ
れ
ず
、
①
止
は
品
川
の
い
ず
れ
か
方
に
つ
い
〈

エ
ロ
円
仕
し
め
る
一

と
き
は
、

引 jg干
椛：：；，
前字転
1二 t'
買、会
主、定
iJ' ,, 

寂れ
明一 ~＇ 

0) 

が

一
条
六
尽
の
魁
U
H
で
あ
る
と
解
釈

L1ぬ
の
で
あ
吋
今

つ
オ
ホ

h
ノ

、
一
よ
れ
と
の
事
例
ご
は
な
し
が

を
友
正
し
し
い
た
か
又

、、

引
い
持
品
慌
に
冒
me一
て
が
迫
完
を
不
能
1
y

し
た
と
き
品
川
、
口
Re一
て
の
解
除
惇
が

）
一
一
て
の
事
例
の
主
つ

内
定
さ
れ
る

こ
こ
で
の
南
下
州
一
に
お
い
一
、
片
山
、

引
渡
待
、
に
川
氏
、
土
が
迫
完
を
不
能
1

y

j

た
と
い
）
事
川
十
へ
と
げ
で
、

2

、

ぐ

4
0
h

の
仰
削
除
怪
を
否
定
J
る
の
に
は
ト
八
万
だ

と
い
う
反
論
J
I

ある一」

判
例
の
思

v
L茨
務
、
3
Z
3
2】
722
と
い
っ
言
葉
遣
い
一
に
説
明
す
れ
ば

が
辺
完
を
不
医
1

〆
〉
九
J

二
p

に
よ
っ
－
f

＼

党
三
に

tf定
の
機
会
を
ワ
、
ス
み
に
い
古
川
竺
の
蕊
務
｛

V
Z
4
3
T
E
が
由
曜
日
比
さ
れ
、
て
れ
が
解
除
権
の
穴
1
7
ι

い
し
い
、
ふ
い
（
干
の
不
利
ぷ

ドfノゐニ憤ffijJ；、ごおけ匂目元討求世主ニ＇fl+."'j,;!i) 

ヰ
一
止
当
九
日
い
ず
る
決
め
1
1
こ
な
っ
て
い
る
の
で
あ

冗
仁
木
に
追
完
の
機
会
九
γ
守
二
八
九
f
i
で
一
解
体
外
住
を
発
止
さ
せ
ず
に
）
解
除
の
意
思
去
不
や
し

寸h

i夜、そ
に L
~て
l～J 

1おを
をの
滅ぶ
1えら
さな

うrロ

せ色兄
井口

l t ’J 
表す
!J）る
J章 ρ
豆 1
~ 

y吋
「℃

0-

' 〈
吋

' 
y,, 

の
M
J
γ
l
lー
と
き
と
、

一
怯
件
前
じ
い
的
拘
が
滅
失
し
て
）
先

町
一
て
い
迫
完
の
絞
ム
十
日
を

7
ス
な
か
っ
た
｜
｜
義
務
迭
し
以
三
正
月
m
E
L
E
E
R
E
N
C
P
K
J
の
有
る

l
i
b－主
l
y
i

で
は
、
主
主
玉
、
対
係
が
異
な
る
U

前

td
に
お
い
て
は
解
除
を
肯
定
し
、
後
者
に
お
い
て
は
解
除
？
d
h

「
〆
必
ず
る
ル
い
与
J
R
な
る
取
り
扱
い
に
は
注
山
が
あ
る
の
ご
あ
る
乙

L

A
T

い）

た
が

ο
て
、
純
一
叫
が
ん
ト
リ
J

丸
一
刻
の
什
刑
す
る

yZM者
一
千
恩
恵
と
し
て
の
絞
り
卒
業
理
由
占
的
記
述
も
ま
た
説
得
ね
に
欠
け
る
の
で
あ
る
ι

第

甘
一
千
向
身
の
政
批
修
山
附

司
刊
二
百
Mハ
JJLι

：一

I
H
Uト
事
長

問
問
章
に
お
い
て
ぷ
γ
げ
と

E
的
均

、
特
定
均
売
買
に
お
け
る
不
伝
の
典
型
例
で
あ
う
J
j

～

J

か
い
、

説
明
品
川
1
－
お
パ
一
、
之
、

J
J
1
f
v
l
J
L
v
l
 

そ
の
で
F

ノ
と
仇
、
必
例
は
未
パ
現
れ
て
V

な
い

官円、
i
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ト
ー
ご
っ
、
同
lh
犯
と
な
っ
て
い
る
の
は

つ
主
り
、
次
の
迅
叫
ん
号
、
あ
る
ο

ブ

る
口
約
物
の
賞
、
ギ
土
日
ゲ
一
の
修
計
的
事
件
て
あ
る
」

レ
ー
ム
ド
ヂ
具
合
（
山
批
J

を
引
き
枕
さ
れ
た
日
が
修
祈

、
｛
ニ
↓
U

－

、1
J

の
州
市
誌
を
し
な
い
℃
い
る

の
あ
ゐ
中
古
自
動
市
f

一
冗

R
H山吻，
J

c、

斗＂＇

う
ち
に

減
た
乙
一
の
で
は
な
く

貫
主
向
い
ら
伶
抗
し
て
し
ま
っ
七

刊
悦
償
還
請
求
打
（
疋
説

あ
る
へ
ハ
州
4
T
引は

る

E
的
均
減
午
へ
の
場
〈
H
P

同

t
だ
こ
と
r択
す
る
し

こ
の
同
ム
円
は
、
豆

HP身
の
政
疫
此
停
泊
に
い
九
っ
て
、
終
括
的
な
意
味
で
の
契
約
の
じ
的
は
既
仁
実
現
さ
れ
と
い
る

c
fだ
、
、
－
m
f
A
心

た
よ
小
米
の
州
市
い
れ

が
実
引
で
き
な
，
、
な
っ

F
に
過
♂
な
い
」

f
o
h
りげ一川、

そ
れ
は
伝
川
町
い
的
に
は
ス
誌
の

（
勺
ま

；
ー
：
ー
l

一
「
コ
ヲ

ιμ
明
久
し
｝

っ
と
杭
志
づ
け
ら
れ
と
い
る
「
司
的
到
！
北

R
fこれ
2
5
L
J己
主
）
」
に
飢
な
り
な
し

そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
お
完
が
不
均

］
ー
バ
ネ
ホ

店
ハ
～
ど
な
り
、
完

i
ド
追
完
の
際
会
は
ヮ
、
え
ら
れ
な
い
こ
と
に
」
コ
て
、
買
、
一
丁
の

第
の
諸
権
利
は
む
充
宇
し
な
く
な
る
u

そ
し
亡
、
山
口
、
一
は
自
ら
の
代
金
債
務
を
免
れ
る
た
め
に
併
託
子

L
ょ
う
と
し
て
も
、
不
能
（
門

身
れ
叩
明
夜
柊
尚
」
に
つ
い
じ
責
刊
あ
る
へ
2
2
h
w
p
d
d
E戸内十三一八十
fγ
は
解
除
持
は
都
心
け
が
「
し
な
い
一

ヘ
条
立
現
世
一
υ
一二

J17ハ
現
主

他
方

t
、
同
一
主
は
修
知
山
皆
川
を
£
ら
Ide
山
し
ん
こ
と
に
な
み
c

仮
い
門
H
E
が
迫
定
を
催
告
し
て
い
れ
ば

い
時
計
守
、
川

か

マ品

J
h

～
～
の
ι
U
出
は
売
じ
勺
J

担
だ
か
ら

充
、
し
が
負
拒
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
升
う
が
は
ず
で
あ
る
｛
凶
一
九
条
一
明
）

つ－
5

0

i
ノ
、
よ
れ
ん

主
は
修
怖
r

返
さ
を
免
れ
九
九
、
、
十
〆
に
J
っ
て
、
仲
村
怖
の
た
め
に
支
出

ν
た
r
k
あ
ノ
f

う
費
川
市
チ
免
れ
、
利
弘
を
得
て
い
る
〕
た
が
っ

て
、
そ
の
山
刊
／
h
M
を
R
i
f
一
常
甲
車
〆
な
ノ
＼
一
、
は
な
ら
な

ν

ム

ノ、
包
κ 
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引
い
リ
和
償
還
請
求
心
d

疋
説

こ
L
↓
一
十
二

ー
し
し
文
1
1

1
1
L
 

川
以
ト
江
V
7
G

総
川
引
の
い
既
定
を
机
州
知
仁
社
益
償

Mm請
求
停
を
詰
め
る
こ
と
泣
、

y
d
一
民
越
己
H
に
止
す
る
と
己
つ

つ
ま
じ
い
ノ

い
っ
た
ん
口
約
約
が
引
き

政
切
る
、
れ
れ
ば
、

R
4
T
の
権
利
と

u

て
は
、
十
五

H
心
的
～
規
｛
疋
戸
れ
て

v
る
権
利
だ
け
が
認
め
ら
れ
、

総
引
に
は
ゆ
ら
な
い
、

？
こ
い
つ
の

が
新
債
務
z出
山
部
U
H
だ

、jv
↑一、，

σ
L
S
 

四

依

扶

と

J

れ
て
い
る
問
題

ドfノゐニ憤ffijJ；、ごおけ匂目元討求世主ニ＇fl+."'j,;!i) 

判
例
が
利
ru
償
還
寸
求
4
r行
定
す
る
渋
め

J
は
、
引
民
後
は
允
実
の
節
に
乙
め
ら
れ
て
い
る
担
保
責
任
だ
け
が
生
じ
て
、

ま
り
こ
－

4d勺
M
H円

l
t
jノ

め
ら
れ
て
し
る
村
守
作
還
前
求
権
が
生
じ
る
余
地
は
切
駐
し
、
と
い
う
論
却
で
あ
る
つ
ご
れ
を
ロ
ー
レ
ン
ソ
教
授
は

京
級
（
、
阪

の
与
え
ん
旬
、
L

貯
庁
、
さ
の
寺
、
L

方
を
法
務
汁
、
制
1
パ
化
法
で
山
地
げ
た
は
ず
だ
と
非
較
す
る
口

線
）
（
円
ミ

2
3
5
m
Eど

口

l
レ
／
ツ
教
授
い

よ
れ
ば

相
一
伐
責
任
に
謂
す

の
泊
川
領
域
は
、
佐
務
一
小
夜
行
給
ハ
い
M
N
同
害
〕
法
の
そ
れ
に
問
主
れ
一
k

い
る
部
分
東
ム
「
で
あ
る
の

た
が
三
て
、
完
m
H
の
節
に
利
益
依
出
請
求
待
の
規
ど
が
白
人
付
し
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
白
魚
釣
に
総
出
に
筒
カ
れ
て
い
る
利
括
償
出
請
求

桧
の
判
明
』
定
い
か
透
川
さ
れ
な
く
f
L

は
な
ら
な
い
、

l
y

て
に
保
す
る
の

F
あ
る
f

い
P

た
ん
村
川
刊
の
論
叩
四
千
一
死
刑
ヲ
る
1
y

、
迫
立
川
求
権
に
つ
い
て
の
二
一
六
条
二
一
玖
後
段
の
透
川
市
三
、

、、

山
貝
王
口
身
の
烈
夜
修
補
が
追
山
一
ー
の
不
能
を
も
pp

い
お
り
す
か
ど
う
か
も
判
断
す
ゐ
£
要
は
な
く
な
っ
て
ま
み
一
読
克
に
、
判
例
は
適

切

ド

も

そ

の

判

断

歩

不

必
1
／一明一
u
し
て
こ
ゐ
J

却
の
山
ん
5
れ
る
）

ず
る
と

Y3n
で
は
な
く
て
、
仮
に
、
利
戸
償
還
士
市
よ
梓
汚
定
説
の
前
町
民
一
仁
従
つ
p

、
川
九
で
白
骨
の
照
抗
的
作
日
倒
は
ユ
も
そ
も
不
能
か
？
と
ミ
か
、

日
的
約
一
の

、
扱
っ
て
岱

V
Aん
と
λ

か
が
問
題
に
な
る
だ
ろ

U
？
し
ン

y
教
授
に
ぶ
れ
ば
、
持
て
し
く
般
わ
れ
る
べ
き
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で
あ
る
と
い
っ
「

J

i

A

〆、

？
し
ふ
川
v
？
し

買
丁
什
円
台
え
の
現
ι
川叫
i

修
一
端
は
ド
に
、

そ
れ
は
ー
ー
ロ

相取
ι
札
が
引
波
川
V
A
p
h
有
杭
し
争
く
な
、
一
た
J
J

げ
て
あ
り
、

c、

斗＂＇

不
能
の
間
関
じ
は
な
く
、
市
取
疫
が
引
は
後
に
消
滅

L
た
レ
え
は
取
批
担
保
直
つ
も
ま
た
消
滅
す
る
か
し
い

パど

と
い
、
っ
引
の
問
題
で
あ
る
、
と
い
す
央
日
摘
も
あ
る
よ
と
L

山
田
怠
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
ど
ろ
、
っ

、、

結
局
、
賢
主
己
一
ほ
の
摂
町
将
補
か
追

rrν
不
能
を
も
た
ら
す
の
か
と
う
か
、

的
H4
円
減
牛
士
は
異
な
つ
一
、

入
ノ
品
川
N

、

判
例
一
の
立
場
は
未
だ
明
ら
か
で
は
な
い

む
／
ろ
、
品
川
げ
い

別
の
二
二
六
条
二
項
校
段
の
逮
清
二
へ
浪
推
州
市
も

引
な
！
べ
と
い
う
川
庄
で
利
投
償
還
議
求
権
を
認
4
F
U

な
か
っ
に
の
で
あ
る
v

｝
〕
ん
ー
が
円
て
、
三
円
身
約
一
段
抗
修
補
が
仮
に
小
能
一
℃
品
川
た
一
し
て
ら
、
点
自
の
判
例
を
川
対
じ
オ
る
限
り
は
、

司
h
J
物
減
i
、

の
V

喝
〈
uvro人
J

門
め
て

利
ぷ
償
還
訂
ぷ
権
は
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
に
な
九
う
し

口、つ｛山

ご
J

れ
も
間
柄
一
七
指
掃
し
た
一
向
包
打
三
J

J

追
’
当
J
M

求
紘
は

「
以
務
契
約
か
h

つ
井
じ
た
い
明
ノ
hv前
求
権
」

マ
ョ
、

H

t

u

d

R

 

か
と
ろ
か
、

忍
も
残
っ
て
い

ロ
ー
レ
ン
ノ
殺
授
白
身
町
一
コ
葉
を
併
り
て
言
え
ば
、
「
追
ー
ん
よ
品
川
水
権
は
、
一
版
行
請
求
権
し
ヘ
エ
く
可
じ
で

は
な
く

E
M
Z
5
当
去
三
、
相
保
亘
任
の
投
降
に
ヱ
っ

1
泊
J

牛
す
る
新
し
い
請
求
杭
同

5
5
K
E
y
－
w

同
店
主
で
あ
る
＼
そ
叶
だ
と
す
れ

コ
L
c
j
1

、

ρ

h

！
 

ば
、
泊
完
請
求
権
は
、

2

九
条
三
忍
川
市
を
受
け
る

日
札
務
」
従
前
行

か
ら
丸
じ
た
前
求
F

確
な
の
か
と
う
か

し
一
込
つ
主
司
umJ

主
む
っ
と

し

E
R
r
p
z

あ
る
J

＝
六
条
一
刻
後
円
以
は
一
以
務
夕
、
批

の
節
一
の
m
F
｛ず一千
J
h
r

ら
で
あ
る
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Zζ 

約

改正ア一一、

石

1
l

口
i
レ
ン
ヴ
設
ほ
が
J

飢
去
五
夜
さ
れ
、
改
め
て
最
私
一
一
ハ
抑
止
め
中
で
長
一
如
判
例
と
笠
人
口

ωに
い
況
か
札
る
に
う
に
、
川
出

校
刊
が
認
め
ら
れ
な
い
、

ー
：
ノ
賢
主
的
ド
利
げ
川
は
、

川和川いの
ι
小
存
仕
ー
と
い
、
ヮ
ヲ
実
1

ト
よ
コ
て
で
は
な
く
て
、

先
主
f

一
迫
完
の
桃
川
ム
れ
を

与
え
る
ζ

い
う
円
一
？
の
茨
務
－

2
一一m
n
2
7
2件

の
治
以
に
土
ツ

れ
る
べ
き
だ
ろ
う
r

川
己
主
的
不
利
が
わ
主
叫
ん
の
諭

門
い
て
ヨ
コ

i

f
－＋
J
品

j

j

y

d

d

v

l

h

 

口
、
ン
、
J

ツ
説
t」
刊
け
川
内
が
採
l

d

J

た
、
こ
表
現
す
る
干
と
も
で
主
乙
ぷ
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そ

L
て
、
そ
の
口

l
l
ン
三
討
の
前
己
円
は
、
天
体
的
な
事
例
に
h

れ
い
て
も
、
府
征
一
あ
る
口
市
物
減
小
八
の
湯
ム
円
と
山
口
、
主
円
ヂ
ョ
の
羽
ー
枇
惨

備
の
場
ム
之
官
民
し
て

何
人
あ
る

E
1
9
之
ご
一
そ

一
司

l

J

1

L

L

一

取
胡
あ
る
口
的
初
日
州
止
の
同
府
ム
い
の
解
除
白
定
同
は
、
多
数
m
p
、
科
会
特
て
い
る

の
ご
め
L

り
つ
と
川
山
わ
札
ゐ
、
｝

d

か
F

々
の
先
の
利
低
償
還
請
求
の
川
f
h
H

の
問
題
は

別
次
γ
ん
の
問
題
ご
あ
る

i♂ 

判
例
の
利
付
償
還
ポ
求
vhu
｛
疋
説
か
、
日
午

な
る
経

E
t不
存
山
村
一
を
仇
ぬ
子
l
y
」
ン
て
い
た
の
℃
あ
引
い
に
、

そ
れ
は
説
得
的
て
は
な
く
、

ま
、
一
ど
い
一
賞
、
土
民
不
利
え
は
な
ぜ
一
に
当
化
さ
れ

る
の
か
と
い
よ
む
片
庁
ら
丹
半
ち
さ
れ
ゐ
余
地
が
あ
っ
た
で
あ
乃
ろ

か

判
例
が
引
益
渋
還
詩
文
を
否
定
す
る
決
め
で
と
な
っ
て
U

る
の
は
、

υ

レ
ン
J

ノ
救
む
白
川
暑
が
的
慌
に
一
目
指

rる
忌
；
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仏
川
町
一
則
の
刊
現
主
は
適
用
さ
れ
な
い
、

の
前
珂
に
問
、
九
円
る
－

次
の
権
利
を
zt
一
、
戸
が
失
、
つ
γ
、引

て
の
弘
一
刷
珂
は
、
円
引

こ
い
い
主
ノ
二
向
泊
Jm

〔
絞
殺

諒
一
の
正
当
化
の
市
弓

子
一
ズ
ロ
2
r
2
4
、
法
反
の
市
川
μご
と
は
別
次
以
の
論
理
で
あ
る
。

そ
の
主
味
で

口、一
τの
太
初
日
不
十

TJ執
務

（
》
4
仏
ル
J
川

（）才一戸町民
Z
F
n
王
、
港
反
勺
制
球
で
7
1
h
！
化
す
る
判
的
一
ロ
ー
レ
ン
ソ
説
了
と
、
利
弁
償
淀
詰
ぷ
を
二
宇
…
似
の
論
珂
で
ど
巾
！
定
L
9
る
判
例
し
い

t
u
o
r
一

〉

υ

七
日
V
A
U

ヨ
ど

h
M何
時
に
、
時
限
有
の
山
J

に
一
ノ
い
亡
功
例
と
ほ
判
ず
る
ロ
ー
レ
ン
ソ
教
授
が
、
前
蓄
の
日
J

い
つ
い
て
は
判
例
L
L
M
R
J
E
R
九
M
m

で
あ
る
こ
と
に
も
紙
行
で
き
る
の
で
あ
る
U

判
例
均
一
半
J

報
の
論
坪
令
市
咋
る
理
由
H

山
、
立
法
長
自
忠
で
あ
る

で
は
仮
に
、
ド
／
F

ノ
新
債
務
訟
の
立
法
高
が
、

パ
ン
平
ノ

潟
町
つ
一

γ、

ん
ど
ア
ン
1
1
民
山
（
編
纂
を
採
用
？
〕
て
い
な
か
っ
た
と
L
q

れ
ば
、
ど
う
な
っ
て
い
た
の
て
あ
九
ご
っ
か

h 
－－冬、

ら
芹
川
町
歩
、
山
町
円
か
な
い
と
…

γつ十
d
ト
九
が
川
ぷ
舵
だ
っ
た
だ
ろ
う
ー

て
の
場
九
円
は
、

各
則
は
総
別
に

に
税
ム
円

～
士
元
宵
ν

川川」

5
主
門
戸
命
さ
ど
さ
れ

の
解
釈
問
題
は
ん
何
事
J

な
か
っ
た
は

r
cあ
る
（

1

川J
線
／
一
相
川
、
ざ
る
予
ス
な
い
）
v

た
だ
1

2

、

各
打
人
約
稲
刈
ー
に
大
通

L
て日明日一一
I
Lこ
る
民
三
J

か
四
百
け
な
い
の
で
、
条
文
数
は
少
た
く
な
れ
、
多
く
の
苛
純
は
判
例
に
」
号
、
ね
ら
れ
る
一
一
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；井ι

と
に
な
（
だ
と
あ
う
つ
こ
と
が
れ
倣
ベ
「
れ
る
ー

相
変
わ
っ

コ
一
ニ
ユ
コ
、
ノ
c

r

J

f

ノ

r

ω
 

7
 

na 
川
叫

F／
 M
 

w
f
 

L
Lナ
A

t
告人限

総
則
の
h

何
尤
的
適
山
に
は
消
偏
向
に
な
る
だ
ろ
み

f

他
方
て

な
い
レ
一
川
、
っ
方
式
も
可
能
だ
っ
た
だ
ろ
、
7
u

そ
の
岡
崎
ム
寸
は
、

現
在
総
出

ι悦
之
さ
れ
て
い
る
山
h
山
冷
は
、
完
口
一

c、

斗＂＇

を
初
め
と
す
る
契
約
用
品
川
仁
沿
い
い
完
結
的
・
包
括
的
（
己
主
一
一

E
E
E
L
H札｛疋
5
れ、

一
車
線
の
前
一
札
ハ
官
訟
は
存
在

れJ＼
ふ
I

臥
い
り
、

車
線

ン
な
か
っ
た
は
げ
ず
で
あ
プ
心

山
岸
線
l

》
鮮
さ
V

ど
も
を
ん
な
い
）
〔
た
だ

h

u什
刈
人
約
刻
む
エ
に
共
通
し
て
遊
山
む
弘
、
み
規
必
ふ
契
約
須
町
向
に

掛
川
川
り
返
J

置
く
と
な
札
ば
、
条
主
一
殺
は
多
く
な
り
、
主
十
一
、
心
下
剤
、
f

い
ろ
花
や
一
J

ら
な
い
に
J

一
二
主
非
山
’
型
契
約
に
つ
い
て
の
判
明
ど
は

パ
／
デ
ク
ア
ン
れ
人
法
典
編
必
や
と
い
う
の
は
、

ち

f
Jと
ぞ
の
阿
を
行
く
も
の
ご
あ
る

一ーよめ
7
也

yrhり
こ
そ

い
す
れ
の
方
向
に
も

引
き
う
け
て
解
釈
す
る
千
三
｝
が
一
円
詑
で
あ
る
じ
す
な
わ
ち
、

総
則
の
存
在
告
哀
を
的
関
寸
r

れ
ば
、
各
則
ー
～
対
す
る
総
則
の
補
八
L
的
適
川

を
積
場
的

め
た
く
な
る
だ
ろ
う
υ

月
に
、

え
い
則
の
J

伯
作
志
読
む
γ
強
引
内
ト
q

れ
ば
、

？
）
の
一
つ
め
リ
場
h
J
汁げい
L

9

る
の
に
は
分
な
述
内
が
あ
る
よ
う
仁
和
私
に
は
国
立
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

お
土
h
N
Z〕『
43引
い
匂
「
竺
ロ
ド

Z
ム
了
ぼ

pu河町
、
～

N
Z
τ
司氏）－

y
z
o

（
2
一
ド
イ
ツ
杭
位
、
務
バ
ド
お
け
る
封
÷
丁
ヰ
ベ
身
の
間
以
抗
体
補
の
前
争
を
わ
が
刈
L

最
初
に
紹
介
一
七
フ
ラ
イ
オ
リ
ノ
フ
ペ
L
M

、
青
野
博
4
1売
買
河

的
拘
仁
取
脱
が
あ
る
場
合
！
日
F

け
J
O

民
、
下
い
よ
る
れ
叶
除
J
、

ト

ペ
y

民
法
に
お
け
ゐ
追
完
～
＝
l
h権
」
駒
岸
土
苦
情
一
J
P

ワ
ヘ
）
へ
と
ハ
ー

一
一
じ
民
い
あ
る
ご
の
他
内
丈
訓
い
つ
い
と
子

1
4ど
り
以
、
州
問
注
（
5
）
及
び
け
「
日
」
幸
一
附
？
」
に
引
河
し
と
い
な
い
丈
川
町
一
J

し
ご
、
苅

益
忙
古
品
求
当
i
t
訴
の
同
々
に
F
J
Y
E
u
y
主
示
］
旨
及
川
川
U
U右
辺
「
仰
の
で
と

E
ミ
ど
込
＼
～
）
c
z
p
ソム

H
Y向
日
C

（）i
入
と
切
ら
主
一
プ
三
記
長
F

S叶
（

U
3
3

を
千
げ
る
r

h
h
見守吋ハ同司自）（五一
H

－5

リI 

こ
の
河
決
の
主
芸
守
山
院
内
ハ
J

咋
は
ず
以
前
交
で
は
な
い
が
、
略
記
ー
で
お
一
Y
3

山
］
亘
冗
買
契
約
い
H
f
づ
い
仁
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ビ
旧
H
動
車
が
引
三
円
一
件
は
じ
れ
た
と
こ
ろ
、
触
媒

r欠
陥
か
あ
〉
た
ら
光
＋
↓
い
ル
作
山
叩
チ
催
告
す
る
こ
L

な
〈
よ
長
十
凶
身
が
欠
陥
λ

ゲ
柊
椅
1

J

て
、
作

冷
却
ハ
肝
を
償
法
諸
山
し
九
古
事
件
で
あ
る
浬
河
川
恋
ポ
抜
判
所
ほ
、
川
一
仁
和
ゾ
山
慌
の
機
会
を
L
h
J

ソ
ハ
な
い
こ
J
が
旦
十
の
義
坊
へ
RVE完
2
Z一
三
述

U
は
こ
な
れ
で
ど
一
争
中
町
出
の
一
っ
こ
し
て
芋
げ
ハ
つ
、
引
附
h

中小を

d
め
会
叩
二
た
一
一

rJ
）
と
こ
ろ
で
、
ド
ノ
ー

γ
止
法
仇
、
の
体
政
辻
、
日
木
良
川
典
♂
そ
れ
と
れ
て
い
る
け
れ
ど
も
、
投

v

も
あ
る
J

咋
1

、
ド
に
J

く
住

v

礼
、
日

ふ
ご
は
、

π買
の
節
の
作
討
が
、

μ人
抗
の
門
の

F
に
あ
1

ノ
、
「
史
約
」
の
立
1
r

」
豆
ん
で
事
務
省
近
、
一
ぷ
司
列
月
三
及
ぴ
一
武
村
山
行
γ
パバ

が
ィ
切
手
c
札
ご
い
る
け
れ
ど
も
、
マ
／

Y
で
は
、
ー
パ
ョ
え
は
、
父
投
f

へμ
J
手
、
一
つ
の
怖
い
ら
〕
ご
伐
必
悶
係
ケ
円
引
の
弔
の
に
、
ど
の

粧
の
－
引
に
約
類
型
、
事
訪
日
日
目
、
小
中
コ
列
記
及
川
山
法
わ
ぬ
と
ノ
r

メ
一
～
現
主
さ
れ
で
？
？
白
川
で
あ
る
一
｝
〕
と
れ
J

て
、
元
司
何
一
泊
以
「
引
L
U
J

り
牢
の

i
一
あ
る
わ
り
で
は
な
い
コ
〕
か
J

、
各
出
止
の
肌
犬
神
寸
ぬ
叩
mhん
を
ま
」
め
、
松
川
刑

r
一
い
う
れ
で
前
に
出
く
と
い
う
八
〆
ヂ
ク
ア
〆
氏
涜

典
編
纂
を
同
行
門
店
1

て
v

ゐ
と
い
へ
ム
に
達
い
ば
主
L

C

M

川
引
な
法
い
に
こ
ど
わ
ら
ず
、
総
則
」
科
則
」
、
あ
る
い
ば

j
uん
院
の
市
」
一

γワ

一Ht奏
者
押
～
つ
ご
ど
に

L
と
川

J
G
）
前
一
F

M

V

〕
」
キ
リ
一
J
一
吉
阪
！
汁
A
B
M
－え引J他、

V
2
1
Y
4初
約
務
誌
に
お
い
Jω
特
定
物
－

4π
叫
ん
J
U
的
課
起
一
民
有
一
（
一
i
t

勺

百

二

f

（一甘
J

寸
ー
刀
コ

F
イ
ノ
判
憤
務
法
問
問
凶
荒
と
企
業
買
収
仮
L
山
立
五
巻
寸
ー
す
聞
へ
二
ヘ
勺
一
ヘ
今
月
二
史
び
「
日
ノ
ム
判
的
務
叫
に
お

け
る
引
波
前
の
代
物
f

肝
不
一
此
出
合
主
主
苦
一
ハ
門
ケ
ハ
一

HJ

二
f
u一
ハ
刊
一
日
一

、7
こ
と
り
わ
け
、
特
定
均
売
買
に
代
物
詰
ぷ
は
認
の
円
一
れ
の
カ
l

、
っ
か
、
し
一
t
J
E
W
で
問
題
に
な

J
I
）
と
に
J
J

い
て
、
ど
三

Z
Z」話、

い
室
）
戸
ト
お
お
3
2き
は
）
北
川

jm柏
民
尚
一
左
門
勺
山
円
安
出

（
純
一
そ
の
川
三
千
r
L
＼
北
川
汗
l

、
郊
む
約
責
三
円
町
完
前
日
頃
川

S

ヘ
何
お
お
問
、
九
六
一
一
円
頁
以
ー
を
学
げ
る
小
山
ハ
ヘ
「
来

「
判
別
川
伎
町
和
牛
凶
半
円
一
日
区
、
川
良
心
芸
閉
山
一
ヲ
へ
え
一
湾
問
な
J
J
士山古川叫
F
H

川
で
あ
る
、
」

へり｝

b
h
月
三
当
日
）
（
F
Z
ι
？
三
戸
可
欠
）
｛
Y
V
J
む
ご
＼
〆
ム
コ
〈

M
2
5
K宮
こ
の
三
円
お
J
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